
達成値 評価 達成値 評価

肯定的評価
８０％以上

８０％以上

肯定的評価
８５％以上

肯定的評価
８０％以上

月に４回以上

１４項目以上

８０％以上

各学年
１５人以上

【評価規準】 Ａ：目標達成（９５％～１００％）Ｂ：おおむね達成（８０％～９４％）Ｃ：もう少し（６０％～７９％）Ｄ：できていない（５９％以下）

目
標
値

２　コミュニティスクール
の充実

・サポートする側のやりがい，参画・貢献意識の高まり，
サポートされる側の学習の深化・効率化等によるメリッ
トという互恵関係の確立
（各学年で地域のゲストティーチャーを招いた授業やオ
ンラインによる授業を行う。）（生，総，国，音）

・ゲストティーチャー来校者（オンライン学習を含
む）延べ人数

・定期的に生活リズムカレンダー週間（早ね・早起き・朝
ごはん）を実施する。
・生活習慣への関心を高める発信をする。
児童に対する手立て…学活,食育指導（栄養士と連携）保健
指導
保護者に対する手立て…学級懇談会,ほけんだより等

１　学校力・チーム力の
向上

・各学期の基本的な学習習慣や学習規律に係
る生活目標の達成率

・「クラス空っぽデー」を月に実施した達成率

b　豊かな心
○自他を大切にする心を
育てる。
○規範意識を定着させ
る。

c　健やかな体
○児童の体力つくりを推
進する。
○基本的生活習慣を確
立する。

・自分にはよいところがあると思う児童の割合
（児童アンケート）

・探究的な学習の在り方に関する研究の推進と学習規
律に関する指導の徹底と系統表の見直し。
・中学校区各校の実態を把握し，特に児童の中学校進
学時の連携をスムーズに行う。

・分掌部会や企画会議等で，学校教育目標の具現化に
向けた取組の立案や実施に向けて主体的に参画する。
・働き方改革や週時程の見直しにより，児童と向き合う
時間を確保する。

・推進計画に基づいた指導の共有化を図る。
・外遊びを推奨し,「クラス空っぽデー」を実施する。
・体育朝会(ビデオ朝会）で外遊びを紹介し，体力つくり
に対する意欲の向上を図る。

１　生徒指導の充実・人
権意識の醸成
（「自分も相手も大切にす
る豊かな心」の育成，あ
いさつ）

２　家庭学習の充実

カリキュラムマネジメントを行い，課題発見・解決学習を
ベースとした授業づくりを行う。（全員１授業提案）

a　確かな学力 c　健やかな体

b　豊かな心a　確かな学力 c 健やかな体

d　信頼される学校

○学校の取組や情報を
積極的に発信する。
〇地域・保護者に呼びか
け，支援を得ることで，総
ぐるみで児童を育てる環
境をつくる。

中間（３年間）経営目標

　昨年度は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため当初の計画通りの教育活動が行えなかったが，中学校共通主題「主体的・対話的で深い学びの創造」の元，ソーシャルスキルトレーニングにお
いて社会性を育む８つのアイテムを習得し、ピアサポート活動を実践することを通して、児童の自己肯定感と自己有用感を高めていくとともに，算数科や生活科，総合的な学習の時間を中心にしてパ
フォーマンス課題・評価の取組やノートづくり，ペアトーク・グループトークを取り入れた単元展開により，「主体的・協働的に学ぶ児童の育成」を目指して取り組んだ。今年度は，中学校区研究主題「主
体的・対話的で深い学びの創造」，本校研究主題を「協働的に学び，考えを広げ挑戦する児童の育成～見通しと振り返りを重視した単元展開を通して～」とし，児童が主体的に活動する場面をパ
フォーマンス課題として設定し，探究的な学びにつながるよう総合的な学習の時間・生活科を中心に取り組むとともに算数科においては，児童の学ぶ喜びを高め確かな学力を定着させるための研究
に取り組む。また，地域・保護者から途切れることなく得られている具体的な支援を生かして，校内環境整備等も進めていく。

・生活リズムカレンダー週間の達成率（３項目×
７日）
・基本的生活習慣の定着率（児童アンケート）

d　信頼される学校

目標達成のための方策短期（今年度）経営目標

２　小中連携（生徒指導
担当者会を中心として）
の充実

・積極的生徒指導の推進，全教職員による一貫した指
導体制（誰でも，いつでも，どこでも同じ指導をする）
・特別活動でＳ・Ｓ・Ｔを行い，ピア活動等で実践する。
・挨拶に係る生活目標を毎学期設定し，ピア活動等で
取り組む（あいさつ道の取組）。

１　たゆまぬ授業改善（学
ぶ意欲を高め，わかる授
業の創造）を基盤とした
基礎学力及び活用力の
向上

a　確かな学力
○課題発見・解決型学習
の授業を推進する。
○基礎学力を定着・向上
させる。
○学習習慣を定着させ
る。

令和３年度　府中町立府中北小学校　　学校評価自己評価表【当初】

学校教育目標
経営理念

ミッション・ビジョン

評価計画（中期経営目標を設定して３年目）　　　

評価結果

評価指標

ビジョン（中間経営目標）実現に向けて
の現状（進捗状況）と今年度の位置付
け

・各学年の「家庭学習の手引き」を配付する。
・毎日の家庭学習の時間を記入，月毎に集計し，月ごと
に定着状況について各担任に知らせる。
・自主勉強ノートに行う学習内容を各学年明確にする。
・毎月一回，各クラスで自主勉強ノートを見合う。

　１０月

ｄ　信頼される学校

［ミッション］
〇確かな学力と社会性を身に付け，自ら伸びようとする人間力を育成する。
［ビジョン］
〇子どもが心豊かに育つ学校
・互いの良さを認め合い，共に育つ子
・見通しを持ち，自ら意欲をもって学ぶ子
・夢や目標を持ち，粘り強く挑戦する子
〇教職員がいきいきと仕事に打ち込む学校
〇家庭・地域から信頼され，総ぐるみで育てる学校

　２月

　　　結果の分析・解釈

自ら育つ

・学校経営目標の達成に向けた取組の立案に
すべての教職員が参画していると思う教職員の
割合（教職員アンケート）
・児童・生徒と向き合う時間が確保できていると
思う教員の割合（教職員アンケート）

２　基本的生活習慣の確
立

１　体力・運動能力の向
上（体力つくりの推進）

・算数科学期末テストにおいて期待値を超える
児童の割合
・授業満足度児童アンケート

・ぐんぐんカードによる家庭学習の各学年の目
標学習時間の達成率

改善方策案

学校関係者評価を受けての来年度の重点・方針

学校の大きな方向性に照らして

b　豊かな心


